
 令和６年１１月３日（日・祝）開催された当麻町生涯学習フェスティバル会場にて
「多面的機能支払交付金当麻中央西区活動組織」（代表︓舟山仁志）では令和６年度活動
【農地維持・資源向上・田んぼダム・鳥獣被害防止対策及び環境改善活動（アライグマ駆
除】を来場者にパネルとパンフレットで紹介しました

 農業者の高齢化が進む中で農業・農地・農業用施設を
維持していくためには地域住民の人々のご理解とご協力
が必要です
 当麻中央西区活動組織は設立１１年目となりますが、
今後も地域が一体となり農地の維持や環境保全活動を行
っていきたいと考えておりますので、地域住民の方々
のご協力をお願いいたします

  ☝ 設立１１年目となる当麻中央
西区活動組織では認定農用地面積
１，６３８ha（畑含む）になり、
今後とも地域が一体となって農地
の維持や環境保全活動等を実施す
ると、高橋俊一事務局長(左側)が
来場者に説明してくれていました

水 土 里 レ ポ ー ト
令和６年１１月７日（木）
当麻町生涯学習フェスティバル２０２４

水土里レポーター名 小野寺 孝 一 ［北海道ふるさと水と土指導員］

投稿月日
タイトル
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